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開催要領

第3回市町村議会議員特別セミナー
　日々めまぐるしく変わりゆく国内外の情勢の中で、地方議会の議員には、様々な行政課題につ
いて学び、施策を提案していくことが求められています。
　今回のセミナーでは、「福祉」というテーマのもと、各分野でご活躍の先生方から講演をいただ
き、今後のわがまちの未来と地方議会の議員に求められる役割について多角的に考えていただ
きます。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

日　　程 令和4年1月24日（月）～1月25日（火）（2日間）
場　　所 全国市町村国際文化研修所　JR京都駅より湖西線約15分　唐崎駅下車徒歩約3分

対　　象 市区町村議会議員　
２日間全日程をご受講いただける方を対象とします。

募集人数 来所による受講 150人
募集人数を大幅に上回るお申し込みをいただいた場合は、先着順とさせていただきます。そのため、申込期限前に締め切らせて
いただく場合があります。その場合は、JIAMホームページのトップページ「受講者募集中の研修」でお知らせいたしますので、
適宜ご確認ください。途中退所や一時帰庁はできませんのでご注意ください。

オンラインによる受講 50人
オンラインについては、ビデオ会議システムZoomを使用します。機材やインターネット接続のための環境が必要です。詳しく
はZoom公式サイトをご参照ください。募集人数を大幅に超えた場合は、申込期限後に抽選等をさせていただきますので、予め
ご了承ください。なお、受講者の決定については、他の研修、セミナーの申込み・受講の有無にかかわらず、本研修単独で行いま
す。部分的な受講はできませんのでご注意ください。

宿　　泊 研修所宿泊棟（宿泊型研修） （来所受講のみ）  ※外泊はできません。
経　　費 来所受講:� 6,900円 左記金額は、研修、宿泊、食事（朝食1回、昼食1回、夕食1回）、資料等にかかる費用です。

なお、事前準備・事前学習および最終日の昼食にかかる費用は含まれておりません。

オンライン受講:�2,000円
申込期限 令和3年12月10日（金）まで ※�新型コロナウイルス感染症の影響により、申込期限内での申込みが難

しい等がございましたら、ご遠慮なくご相談ください。

申込方法 議会事務局を通じて、JIAMホームページ内「研修Web申込みフォーム」からお申し込みください。
来所による受講とオンラインによる受講を選択できますので、どちらか一つのみお申し込みください。
「Web申込み」が難しい場合は、受講申込書により議会事務局を通じてFAXでお申込ください。
※�受講申込書は、議会事務局に送付しております。またJIAMホームページの書類様式集（https://www.jiam.jp/doc/）にも本セミ
ナー専用の様式を掲載しております。

受講決定 受講の可否については、通常、開講日の約１か月前までに通知をお送りしておりますが、新型コロナウイルス感染症
の影響により、2～3週間前までの送付とさせていただきますので、ご了承ください。
経費納入方法等の手続きについては、受講決定通知書によりお知らせします。

令和３年度

令和4年

1月24日（月）
ヤングケアラー ～介護を担う子どもたち～

成蹊大学文学部現代社会学科　教授　澁谷　智子 氏　
いま、見つめなおす「ひきこもり」 ～ひきこもり白書2021から見えてきたこと～

一般社団法人ひきこもりUX会議　代表理事　林　恭子 氏　

令和4年

1月25日（火）
こども食堂と私たちの地域・社会

東京大学先端科学技術研究センター　特任教授
NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえ　理事長　　湯浅　誠 氏

コロナに負けない！ 健幸都市（ウォーカブルシティ）のまちづくり
筑波大学人間総合科学学術院　教授　久野　譜也 氏　
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当研修所では、メールマガジンを発行しています。各研修に関する最新情報などを定期的にお知らせします。ぜひご登録ください。読者登録は、JIAMホームページで受け付けています。

● 研修内容については、都合により変更になることがありますので、予めご了承ください。なお、研修についての最新情報は、JIAMホームページをご覧ください。

JIAMメールマガジンのお知らせ

令和4年

1月
24日（月）

11：00～
入寮受付・昼食
13：00～
開講式・日程説明
13：15～14：45

ヤングケアラー ～介護を担う子どもたち～
成蹊大学文学部現代社会学科　教授　澁谷　智子 氏　

15：05～16：35

いま、見つめなおす「ひきこもり」
～ひきこもり白書2021から見えてきたこと～

一般社団法人ひきこもりUX会議　代表理事　林　恭子 氏　　
17：30～

交流会 夕食を兼ねて、ともに学ぶ受講者同士の親睦（情報交換・交流）を深めます。

令和4年

1月
25日（火）

9：00～10：30

こども食堂と私たちの地域・社会
東京大学先端科学技術研究センター　特任教授

NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえ　理事長 湯浅　誠 氏
10：50～12：20

コロナに負けない！ 健幸都市（ウォーカブルシティ）のまちづくり
筑波大学人間総合科学学術院　教授　久野　譜也 氏　

12：20～12：30
閉講・事務連絡

成蹊大学文学部現代社会学科　教授　澁谷　智子 氏
　1974年生まれ。東京大学教養学部卒業後、ロンドン大学ゴールドスミス校大学院社会学部Communication, Culture and Society学科修
士課程、東京大学大学院総合文化研究科修士課程・博士課程で学ぶ。学術博士。日本学術振興会特別研究員、埼玉県立大学非常勤講師などを経
て、成蹊大学文学部現代社会学科教授。専門は社会学・比較文化研究。
　著書に『コーダの世界』（医学書院、2009年）、論文に「ヤングケアラーを支える法律――イギリスにおける展開と日本での応用可能性」など。

一般社団法人ひきこもりUX会議　代表理事　林　恭子 氏
　高校2年で不登校、20代半ばでひきこもりを経験する。信頼できる精神科医や同じような経験をした仲間達と出会い少しずつ自分を取り戻
す。2012年から、「自分たちのことは自分たちで伝えよう」と“当事者発信”を開始し、イベント開催や講演、研修会の講師などの当事者活動をして
いる。東京都ひきこもりに係る支援協議会委員、就職氷河期世代支援の推進に向けた全国プラットフォーム議員、他歴任。

東京大学先端科学技術研究センター　特任教授　
NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえ　理事長　湯浅　誠 氏
　社会活動家。1969年東京都生まれ。東京大学法学部卒。東京大学大学院法学政治学研究科博士課程単位取得退学。1990年代よりホームレ
ス支援に従事し、2009年から足掛け3年間内閣府参与に就任。内閣官房社会的包摂推進室長、震災ボランティア連携室長など。政策決定の現場
に携わったことで、官民協働とともに、日本社会を前に進めるために民主主義の成熟が重要と痛感する。2014〜2019年まで法政大学教授。著
書に、『つながり続ける　こども食堂 』、『子どもが増えた！　人口増・税収増の自治体経営』（泉房穂氏との共著）など多数。法政大学の教育実践で

「学生が選ぶベストティーチャー」を2年連続で受賞。「こども食堂安心・安全プロジェクト」でCampfireAward2018受賞。他に日本弁護士連合
会市民会議委員など。

筑波大学人間総合科学学術院　教授　久野　譜也 氏
　筑波大学大学院博士課程医学研究科修了。医学博士。東京大学大学院助手、筑波大学大学院人間総合科学研究科准教授等を経て、2011
年より現職(2020年より筑波大学 人間総合科学学術院に名称変更)。高齢化社会を見据え、2002年、健康増進分野では日本初の大学発ベン
チャー「㈱つくばウエルネスリサーチ」を起業。全国の自治体と連携しながら「健幸」をまちづくりの基本に据え、総合的な健康政策を推進・実行す
る「Smart Wellness City首長研究会」を設立。これからの地域における持続可能な新しい都市モデルの構築を目指す。

講師紹介


